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たゆたへど
フ ル ク ト ゥ ア ト

 しづまず
ネク・メルギトゥル

 

福島 祥行 

Yoshiyuki FUKUSHIMA 

 万事不勉強であったから，Lutèce がラテン語 Lutetia のフランス語ヴァージョンで，Paris1の

古名であることは，大学院に進んでから，森本英夫先生に教へられてはじめて知った2．この語

は，古ギリシャ語のΛoυκoτοκία (Loukotokía) あるいは Λευκοτεκία (Leukotekía) に遡るが，元は

ケルト語の lut（沼地，湿地）からつくられた地名であるらしい．この，Lutèceという名称が「泥

沼の街」の謂であることについては，バルザックが「金色の目の娘」La Fille aux yeux d’or で，

パリが汚い泥の上に建ってゐるのに，当局がその泥を囲ひこむ壁をつくらうとせず，「リュテ

スに，その周知の呼び名をひそかに名のらせつづけること」de continuer souterrainement à Lutèce 

son nom célèbre. をゆるしてゐると書いてゐるくらゐ知られたことであったやうだ． 

 しかしながら，大阪公立大学フランス文学会の機関誌である『Lutèce』は，もちろん「泥の

都」などではない．かつて，卒論の審査員ではなかった Balzacienの道宗照夫先生が，口頭試問

の席に「陪席させてもらひますわ」と参加されたときにはオドロキかつヲノヽイタものだが，

試問後に，これは『Lutèce』に載せてもえゝんとちゃひますかねとおっしゃったときには，なん

とはなしに晴れがましい思ひを感じたものだ．さういへば，まだ，国語学がやりたくて，大阪

市立大学の国文をめざしてゐた高校生のをりに，うちの母親の府立夕陽丘高校時代の親友であ

る大橋也
や

寸
す

さん3に，ご実家の久幸
ひさこう

といふ天麩羅屋さんで，将来のことについて話をきいていた

だいたことがあるが，彼女が大阪市立大学仏文の大先輩で，大学院は慶應に進んだことを知る

のはずいぶんのちのことであり，1959年の『Lutèce』第 2号に，「エディプ王試論」といふコ

クトーの芝居についての論文を載せてゐらしったのを知るのはさらにあと，大学院生になって

から，『Lutèce』の作業中に，たまたま古い号の表紙を見たときのことゝなる． 

『Lutèce』創刊号から第 4 号までの，謂はゞ「第 1 次」の時代には，表紙のデザインは毎号

1  この名称は，ガリアの Parisii族に由来する． 

2  ちなみに，カエサルは，『ガリア戦記』Commentarii de bello Gallicoのなかで，Lutetia Parisiorum（パリシイ族

のルーテーティア）と記してゐる． 

3  紀伊國屋演劇賞を受賞し，フランスのジャック・ルコック演劇学校や桐朋学園，近畿大学の演劇科で教鞭も

とった演出家．母親は，彼女のことを「ちび」といふ愛称で呼んでゐた． 
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変更され，タイトルのロゴもそれにあはせて変へられてゐる．幾度か変更されてゐることは一

目瞭然だが，タイトルのロゴについては，あまり注目されてゐないかもしれない．創刊号のタ

イトルロゴは，サンセリフ4の長体5で，第 2号で文字が太くなり，第 4号でセリフ6となり，第

5号（1969年）で Tの上の横棒の両端のセリフが丸になってデザイン化されたロゴとなる．こ

れはおそらく先輩のどなたかが手書きで書いたレタリングであらうが，このロゴは，第 18 号

（1986年）まで継続する．なお，この号までは活版印刷であり，そのため，投稿規定にも細か

い指定があった． 

 第 19号（1988年）は，道宗先生の退任記念号であるが，この号から，タイトルロゴの T の

時の丸いセリフがなくなってゐる．このタイトルをレタリングしたのは，当時，レタリングを

趣味にしてゐた，このわたしである．細かいことは想ひだせないのだが，どうやらシュッとし

たロゴにしたかったと思はれる．本文についても，経費削減のため，編集委員会のもっぱら学

生委員が，版組をワープロをもちゐておこなふこととなったため，趣がかはってゐる．このこ

ろは，森本門下生による『TLLMF』もワープロで版をつくってをり，自前で版下をつくるノウ

ハウも蓄積されつゝあったのだ． 

このロゴは第 22号（1992年）まで継続し，号番号も手書きであったが，第 23号（1993年）

から号番号はワープロで打たれた文字になり，タイトルロゴも変更になった．しかし，なぜか

新しくつくられたものではなく，第 18 号までの旧ロゴにもどってゐる．1993 年といへば，わ

たしが田辺保先生の後任として大阪市立大学仏文の助手として着任した年であり，版下づくり

の実務から離れた年でもあるので，それが理由かもしれない．この復活した旧ロゴは，翌年の

第 24号（1994年）にも受けつがれたが，第 25号（1995年）には，ロゴ自体もワープロで打た

れたものとなり，手書きレタリングのロゴの時代は幕を閉ぢた．この後は，第 28号（1999年）

でフォントがマイナーチェンジしたものゝ，第 33 号（2005 年）まで素朴なワープロフォント

ロゴ時代がつゞく． 

 そして，第 34号（2006年）からは，ブックデザイン界の鬼才7，松本久木デザインによる本

文をふくめたフルモデルチェンジがおこなはれ，セリフ体をオシャレにした新ロゴとなった．

現在もつゞくこのデザインも，すでに 17号にわたるわけであり，通算 16号ぶんにもちゐられ

4  sans-serif という「英語」である．serif とは文字の髭飾りのことで，文字の端々につけられたハネのやうな

もの．sans-serif はいはゆるゴシック体をさす．sans はいふまでもなく仏語由来語であるが，serif はゲルマ

ン系の語である．フランスでは sérif ともつゞられるが，これは，英語由来語の仏語化とされる． 

5  縦長の書体． 

6  サンセリフの逆で，セリフがついた書体． 

7  サッカー少年から一転，家業を継がれて印刷出版屋さんとなられた松本さんは，独学で身に着けたデザイン

能力を駆使，第 54回造本装幀コンクールで経済産業大臣賞を受賞されてゐる． 
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た「旧ロゴ」の号数を抜きさったことになる．もはや，『Lutèce』といへば松本ロゴなのだ．今

号のエッセイで久木さんは「本は魂の容れ物」と書いていらっしゃるが，スタイリッシュなデ

ザインの「泥の都」は，毎号掲載される――それがたとひ拙きものであっても――渾身の研究成

果により，これからも「魂の都」として，フランス語圏学の地に立ちつゞけるのであらう． 

（大阪公立大学教授） 


